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平成21年度の一般会計と特別会計等の決算が、 
村議会９月定例会で認定されました。 

決 算  
報 告  
決 算  
報 告  
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各会計の決算状況 

水道事業会計 

 

一 　 般 　 会 　 計  

国民健康保険  

関 川 診 療 所  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

後期高齢者医療 

村 有 温 泉  

宅 地 等 造 成  

簡 易 水 道  

公 共 下 水 道  

農業集落排水  

 

 

収 益 的 収 支  

資 本 的 収 支  

歳　　入 

59億6,532万円 

7億4,912万円 

1億2,406万円 

2,290万円 

7億9,126万円 

6,547万円 

622万円 

967万円 

4,471万円 

5億4,947万円 

1億1,627万円 

 

収入（収益） 

9,782万円 

6,000万円 

前年度比  

26.9 % 

－6.2 % 

3.8 % 

－80.5 % 

10.6 % 

2.5 % 

25.9 % 

－33.8 % 

－0.6 % 

－14.3 % 

15.0 % 

  

前年度比  

－2.1 % 

－68.5 %

歳　　出 

58億3,510万円 

7億3,628万円 

1億1,770万円 

2,234万円 

7億8,836万円 

6,213万円 

576万円 

704万円 

4,256万円 

5億3,078万円 

1億1,447万円 

 

支出（費用） 

9,761万円 

1億247万円 

差　　引 

1億3,022万円 

1,284万円 

636万円 

56万円 

290万円 

334万円 

46万円 

263万円 

215万円 

1,869万円 

180万円 

 

差　　引 

21万円 

－4,247万円 

前年度比  

28.9 % 

－4.0 % 

4.7 % 

－76.9 % 

10.3 % 

1.2 % 

16.6 % 

－1.0 % 

3.5 % 

－14.9 % 

15.0 % 

  

前年度比  

－0.3 % 

39.8 %

特
　
別
　
会
　
計 

平成21年度 

決 算  
報 告  平成21年度の一般会計と特別会計等の決算が、 

村議会９月定例会で認定されました。 

　
村
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
全
体

の
四
分
の
一
程
度
で
、
不
足
分
は

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
借
金 

（
村
債
）
で
賄
い
ま
し
た
。
財
政

の
規
模
は
、
関
川
小
学
校
の
建
設

や
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
事
業
が

影
響
し
て
、
歳
出
で
は
五
十
八
億

円
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年

度
よ
り
十
三
億
円
多
い
金
額
で
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
建
設
事
業
を
実
施
し
た
の
が

特
徴
。
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
対
応
し
た
共
聴
施
設
の
改
修
や
、

携
帯
電
話
の
不
通
話
エ
リ
ア
解
消

事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

全
村
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備
す

る
事
業
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
の
経
済
対
策
交

付
金
を
活
用
し
、
村
道
の
補
修
や

消
雪
パ
イ
プ
の
布
設
替
な
ど
を
実

施
。
こ
れ
ま
で
財
源
が
な
く
集
落

要
望
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
事
業
を
平
成
二
十
一
年
度

は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ど
の
会
計
も
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
会
計
で
は
、
介
護
認

定
者
が
年
間
で
二
十
五
人
増
の
四

百
十
三
人
と
な
り
、
介
護
給
付
費

も
増
加
。
村
の
負
担
金
も
前
年
度

よ
り
八
百
万
円
増
え
ま
し
た
。 

　
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
ど
う

に
か
積
立
金
（
基
金
）
を
崩
さ
ず

に
済
み
ま
し
た
が
、
医
療
費
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
健
康
づ
く
り
が
極
め
て
大

切
で
す
。 

　
公
共
下
水
道
会
計
と
農
業
集
落

排
水
事
業
会
計
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
建
設
費
の
借
金
返
済
な
ど
の
た

め
に
一
般
会
計
か
ら
合
わ
せ
て
三

億
五
百
万
円
を
繰
入
れ
ま
し
た
。

　
村
の
下
水
道
整
備
は
す
べ
て
終

わ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
末
の
加

入
率
は
、
公
共
下
水
道
が
六
五
・

二
％
、
農
業
集
落
排
水
が
五
八
・

二
％
。
い
ず
れ
も
高
い
数
値
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
配
水
管

の
布
設
替
工
事
（
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
更
新
）
を
計
画
的
に
実
施
。
平

成
二
十
一
年
度
は
三
千
七
百
七
十

九
万
円
の
布
設
替
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
近
年
は
、
節
水
意
識
の

向
上
な
ど
で

”水
“
の
売
上
高
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
節
水
は
良
い

こ
と
で
す
が
、
水
道
事
業
会
計
と

し
て
は
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い

て
い
ま
す
。 

　
宅
地
等
造
成
会
計
で
管
理
し
て

い
る
宅
地
分
譲
地
の
売
却
は
、
平

成
二
十
一
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
お
、
二
十
二
年
度
に
な

っ
て
二
区
画
が
売
却
予
定
と
な
っ

た
た
め
、
残
り
は
三
区
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
診
療
所
会
計
は
、
診
療
収
入
な

ど
で
医
療
報
酬
な
ど
す
べ
て
を
賄

っ
て
い
て
、
一
般
会
計
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足した額4,247万円は、過年度損益勘定留保資金で補てんしました。 



歳出  

自主財源

22.5％

依
存
財

源
77.5％

歳入  
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平成21年度決算報告 
　
歳
入
で
一
番
多
い
の
が
地
方
交

付
税
。
村
税
な
ど
で
賄
い
き
れ
な

い
村
の
財
源
を
補
う
た
め
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
後
年

度
に
全
額
が
交
付
税
で
補
て
ん
さ

れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
（
借
金
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
）
を
含
め
る
と
、

前
年
度
よ
り
四
千
二
百
万
円
多
い

額
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
村
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

村
税
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
二
千

五
百
六
十
六
万
円
減
り
ま
し
た
。

そ
の
半
分
は
固
定
資
産
税
の
減
に

よ
る
も
の
。
た
ば
こ
税
は
二
百
七

十
一
万
円
の
減
で
し
た
。
入
湯
税

は
、
ゆ
〜
む
の
入
館
が
好
調
で
五

十
六
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
七
億
円
あ
ま
り
の
借
金
は
、
関

川
小
学
校
の
建
設
（
四
億
三
千
五

百
六
十
万
円
）
、
林
道
整
備
（
二

千
八
百
九
十
万
円
）
な
ど
に
充
て

た
も
の
で
す
。 

　
歳
出
で
は
「
豊
か
で
住
み
よ
い

活
気
あ
る
村
づ
く
り
」
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
主
な
事
業
を
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。 

　平成21年度の決算報告の詳しい数値は、

役場総務課で閲覧できます。お気軽にどうぞ。 

　また、村のホームページにも掲載していま

す。http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

村税 
7億2,916万円 
（12.2％） 

民生費 
7億7,201万円 
（13.2％） 

公債費 
7億5,568万円 
（13.0％） 

土木費 
6億1,393万円 
（10.5％） 

商工労働費 
3億5,444万円 
（6.1％） 

総務費 
7億9,170万円 
（13.6％） 

教育費 
15億2,528万円 
（26.1％） 

衛生費 
3億7,729万円 
（6.4％） 

農林水産業費 
3億8,888万円 
（6.7％） 

消防費 
2億251万円 
（3.5％） 

議会費 
5,311万円（0.9％） 

災害復旧費 
27万円（0.0％） 

借金（村債） 
7億4,930万円 
（12.6％） 

国・県補助金 
14億1,265万円 
（23.7％） 

地方交付税など 
24億5,938万円 
（41.2％） 

その他（保育料、 
　預託金回収金など） 
6億1,483万円 
（10.3％） 

村民税　　　 2億 564万円 
固定資産税　 4億5,983万円 
市町村たばこ税　2,846万円 
軽自動車税　　　1,652万円 
入湯税　　　　　1,871万円 

関川村　財政 検索 
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　いずれの比率も国の基準を下回っていて、財政
悪化の判断基準に達していません。しかし、依然
として厳しい財政状況に変わりはありません。村
では、社会情勢の変化を踏まえ、引き続き行財政
改革に取り組んで、健全な財政運営に努めていき
ます。　　　　　　　　　　※（　）は国の基準 

◆実質赤字比率 
　　該当なし（15.0％以下）　 
＊一般会計は黒字決算されており、該当ありませ
　ん。 

◆連結実質赤字比率 
　　該当なし（20.0％以下）　 
＊特別会計なども黒字決算されており、該当あり
　ません。 

◆実質公債費比率 
　　15.3％（25.0％以下） 
＊借金の返済額と財政規模によって算定。事業に
　よって借金の額が大きくなっている下水道事業
　会計などの分も含んでいます。平成21年度は、
　一般会計の借金の返済額が減ったため、前年度
　より0.5ポイント改善しました。 

◆将来負担比率 
　　66.6％（350.0％以下） 
＊村が将来負担すべき実質的な負債額と財政規模
　によって算定。村全会計の借金、積立金のほか、
　旧岩船広域事務組合の借金のうち村が負担すべ
　きもの、村職員全員の退職手当なども加味され
　ます。第３セクターへの債務補償も含まれます
　が、自然環境管理公社は皆無です。 

健全化判断比率は国の基準値クリア 

　
借
金
（
村
債
）
の
残
高
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て

百
二
十
五
億
円
あ
ま
り
。
新
た
に

借
金
し
た
額
が
十
億
二
千
七
百
七

十
万
円
で
、
返
済
し
た
元
金
が
十

二
億
円
。
残
高
が
一
億
七
千
万
円

ほ
ど
減
り
ま
し
た
。 

　
関
川
小
学
校
建
設
事
業
費
の
返

済
が
、
今
後
本
格
化
し
ま
す
。
村

で
は
将
来
の
財
政
負
担
を
考
え
、

利
率
の
高
い
も
の
や
交
付
税
に
上

乗
せ
さ
れ
な
い
借
金
に
つ
い
て
は
、 

努
め
て
繰
上
償
還
や
借
り
換
え
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
積
立
金
の
残
高
は
十
八
億
七
千

万
円
。
村
で
は
将
来
の
目
的
に
応

じ
た
積
立
を
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
借
金
の

繰
上
償
還
の
た
め
の
村
債
管
理
基

金
に
一
億
円
、
ご
み
処
理
施
設 

（
村
上
市
朝
日
地
区
）
の
更
新
費

用
な
ど
の
た
め
の
環
境
衛
生
整
備

基
金
に
九
千
二
百
万
円
を
、
そ
れ

ぞ
れ
積
み
増
し
し
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
百
七
十
万
六
千

円
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
と
し

て
積
み
立
て
。
現
在
、
村
で
は
そ

の
使
い
道
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
状
況
は
、

広
報
せ
き
か
わ
八
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
） 

　４月に開校した関川小学校は、17億円の費用を
要しました。また、現在工事中のグラウンドと村
民の皆さんも利用できる村民プールの整備費を合
わせると19億円を上回る金額となります。 

《事業内訳》 
・校舎　　　　16億7,916万円 
・グラウンド　　　7,602万円 
・村民プール　１億7,884万円 

《財源内訳》 
・国補助金　　７億4,798万円 
・借金（起債）８億3,590万円 
　（内、５億8,513万円は交付税に上乗せ） 
・村の財源　　３億5,014万円（積立金で対応） 

（注）校舎の金額には、旧関小等解体費を含んで
　います。また、グラウンド・プールの金額には、
　設計委託料のほか、平成22年度に契約した工事
　請負費等を含んでいます。 

関川小学校に19億円（平成21・22年度） 

�
整
備
が
進
む
関
川
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
と
村
民
プ
ー
ル 

（村民一人当たり 

　　　　27万7,500円） 

（村民一人当たり 

　　　186万700円） 

※元利償還金の約半分の額は、 
　地方交付税に上乗せされます。 

積立金 

18億7,101万円 

借　金 

125億4,299万円 

積立金 

18億7,101万円 

借　金 

125億4,299万円 
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主な事業の決算額をお知らせします（一般会計） 
議会費 
　・議員報酬費 3,406万円 

総務費 
　・下関駅業務委託料  586万円 
　・路線バス運行補助金 1,691万円 
　・村づくり総合推進事業補助金  373万円 
　・大したもん蛇まつり補助金  496万円 
　・テレビ難視聴地域対策費 3,326万円 
　・携帯電話不感地域対策費 1,767万円 
　・交通安全・防犯対策費  493万円 

民生費 
　・村上地域シルバー人材センター負担金  211万円 
　・愛宕福祉会補助金  576万円 
　・ゆうあい管理費 2,236万円 
　・社会福祉協議会補助金 2,436万円 
　・地区敬老会補助金  240万円 
　・むつみ荘管理委託料  455万円 
　・はなみの里管理費  190万円 
　・児童館管理費  158万円 
　・老人保護措置費（やまゆり荘） 2,070万円 
　・国保会計繰出金 3,818万円 
　・介護保険会計繰出金　　　　　1億3,399万円 
　・後期高齢者医療会計繰出金等　　1億 549万円 

衛生費 
　・医療費助成事業費 1,465万円 
　・病院群輪番制病院運営費負担金  165万円 
　・集落健康づくり推進費補助金  121万円 
　・斎場管理費負担金  204万円 
　・ごみ処理対策費 9,123万円 
　・し尿処理負担金 2,116万円 

農林水産業費 
　・農業連絡事務集落委託金  102万円 
　・農業委員報酬  347万円 

　・地産池消推進事業　　　　　　　　　25万円 
　・転作推進費補助金  894万円 
　・中山間地域等直接支払交付金 1,155万円 
　・国土調査事業費 1,536万円 
　・県営土地改良事業負担金 3,036万円 
　・林道蛇喰・中束線整備事業　　1億3,000万円 

商工労働費 
　・荒川漁協本区・上流区補助金  200万円 
　・商工会補助金  648万円 
　・観光協会補助金 1,281万円 
　・スキー場対策費  850万円 
　・観光施設管理委託料 4,985万円 
　・ゆ～む管理費 6,070万円 

土木費 
　・道路除雪対策費　　　　　　　1億1,953万円 
　・道路維持・改良費　　　　　　1億6,617万円 
　・国県道整備事業負担金  312万円 

消防費       

　・消防団運営費 2,650万円 
　・消防施設整備費  301万円 
　・村上市消防負担金　　　　　　1億5,847万円 
　・防災無線整備費  400万円 

教育費       

　・教育委員報酬  131万円 
　・スクールバス運行費 1,589万円 
　・外国語指導助手招致事業  378万円 
　・村民会館・ふるさと会館等維持管理費 2,758万円 
　・広域図書館ネットワーク運営委託料  123万円 
　・国県文化財補修等補助金 9,806万円 
　・歴史とみちの館管理費  722万円 
　・ふれあいど～む管理費  618万円 
 
◎人件費については次号でお知らせします。 

平成21年度決算報告 

◆国の経済対策交付金によって行われた事業 

（注）それぞれの事業は、交付金のほかに村の財源を付け足して実施しているため、交付金の額と事業費の合計は合いません。 

交付金の名称 交付金の額 内　　　　　　容　（事業費） 

平
成
21
年
度
決
算
に
含
ま
れ
る
事
業 

平成20年度 
からの繰越 
事業 
 
 
 

平成21年度 
事業 

地域活性化・生活 
対策臨時交付金 
 

地域活性化・経済危 
機対策臨時交付金 
 

地域活性化・公共 
投資臨時交付金 

地域活性化・経済 
危機対策臨時交付金 

地域活性化・公共 
投資臨時交付金 

地域活性化・きめ 
細かな臨時交付金 

1億3,295万円 

1億7,545万円 

6,112万円 

1,230万円 

1億7,286万円 

9,615万円 

・除雪車購入（1,794万円） ・村道補修等（2,973万円） 
・診療所レントゲン装置購入（1,102万円） ・消雪パイプ布設替（533万円） 
・観光看板・観光街灯修繕（1,535万円） ・光兎寮改築（762万円） 
・橋りょう塗装（4,704万円） 

・消雪パイプ布設替（5,040万円） ・揚水場改修補助（90万円） 
・道路側溝入替（899万円） ・ゆうあい避難路設置（352万円） 
・小中学校パソコン等整備（990万円） ・役場前駐車場整備等（2,860万円） 
・プレミアム商品券発行補助（570万円） ・役場マイクロバス等購入（1,157万円） 
・スキー場電気設備修繕（993万円） ・役場水防倉庫兼書庫建設等（3,983万円） 
・畜産団地堆肥舎修繕（1,314万円） 

・携帯電話不感地域解消事業の一部に ・統合小学校建設の財源の一部に 
　充当（203万円） 　充当　　　（5,909万円） 

・旧役場倉庫撤去（1,325万円） 

・光通信（地域情報通信基盤整備）事業 ・林道蛇喰中束線舗装事業費の 
　費の一部に充当（1億5,836万円） 　一部に充当（1,450万円） 

・村道改良・舗装（3,600万円） ・村道側溝布設替等（2,280万円） 
・消雪パイプ設置等（3,120万円） ・橋りょう塗装（1,000万円） 

平成22年度への 
繰越事業 
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どうしても保険料の納付が困難な場合には… 

　住民福祉課の窓口では、納付相談をいつでも受け付けています。 

　現在の状況を聞いて、それぞれの事情に合った納付計画を一緒に考えていきますので、納付が困難な

場合にはお早めにご相談ください。 

　火災などの災害や所得の著しい減少など、特別な事情により保険料の納付が困難なときは、申請によ

り保険料の徴収の猶予や減免を受けられる場合がありますので、お早めに住民福祉課の窓口にご相談く

ださい。 

 

保険料の納付に口座振替をご利用ください 

【保険料を納付書で納めている方（普通徴収）】 

　納付書で納めている方は、口座振替にすると保険料の納 

め忘れの心配や、納期のたびに金融機関に行く必要がなく 

なり大変便利です。 

　口座振替への手続きは、金融機関窓口にお申し込みくだ 

さい。 

 

【保険料を年金から納めている方（特別徴収）】 

　年金から納めている方でも、手続きにより年金からの納 

付が中止され、口座振替による納付に変更することができ 

ます。 

　口座振替への手続きは、住民福祉課の窓口にお申し出ください。 

 

※家族名義の口座から納付した場合、社会保険料控除は、実際に負担した方に適用されます。 

　これによって、世帯全体の所得税や住民税の税額に影響が生じる場合があります。 

Vol .５　保険料を忘れずに納めましょう 

　後期高齢者医療制度は、加入者一人ひとりから保険料を納めていただき、

ケガや病気になった方などを社会全体で支えている制度です。 

　皆さんから納めていただく保険料は、後期高齢者医療制度の運営や皆

さんへの療養費などを支払うための大切な財源となります。 

　これからも健全な医療保険制度を維持していくためにも、保険料は期

限内に納めましょう。 

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL　６４－１４７２ 

・・・ 

・・ 

【口座振替への 
　　手続きに必要なもの】 
 
　●振替口座の預金通帳 

　●通帳のお届け印 

　●保険証 
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　「
第
十
七
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
新
聞
記
事
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ

推
進
協
議
会
主
催
）」
で
、
県
内
の
小
中
高
六
十
三
校
か
ら
二
千
五

百
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
長
宏
美
さ
ん
（
宮
前
・
六

年
）
の
作
品
「
祭
に
込
め
ら
れ
た
願
い
」
が
見
事
大
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。 

　「
物
心
が
つ
い
た
時
に
は
、
も
う
新
聞
を
読
ん
で
い
ま
し
た
」―
。

新
聞
の
一
面
は
必
ず
読
み
、
村
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
嬉
し

く
な
る
と
い
う
長
さ
ん
。
今
回
の
大
賞
を
受
賞
し
た
の
も
新
聞
で
知

り
ま
し
た
。「
朝
起
き
て
、
す
ぐ
知
ら
さ
れ
た
の
で
夢
か
と
思
い
ま

し
た
。
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
大
賞
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。 

　
担
任
の
古
井
丸
先
生
は
「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
取
り
組
み
か
ら
、

身
近
な
話
題
を
選
び
、
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
の
背
景
に
あ
る
歴
史

を
探
る
な
ど
着
眼
点
が
良
か
っ
た
の
で
は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

　
私
た
ち
の
学
級
で
は
、
「
新
聞

ス
ク
ラ
ッ
プ
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
自
分
が
気
に
な
っ
た
記
事

を
切
り
抜
き
、
記
事
の
主
な
内
容

や
感
想
を
書
き
加
え
ま
す
。
家
族

に
も
同
じ
記
事
を
読
ん
で
も
ら
い
、

感
想
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

　
あ
る
日
、
何
か
い
い
記
事
が
な

い
か
と
新
聞
を
見
て
み
る
と
、「
大

し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」
の
記
事
を

見
つ
け
ま
し
た
。
自
分
が
住
ん
で

い
る
関
川
村
の
お
祭
り
が
新
聞
の

一
面
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

何
だ
か
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
お
祭
り
は
、
わ
ら
と
竹
で

編
ん
だ
大
蛇
を
、
大
勢
の
村
の
人

た
ち
が
か
つ
ぎ
、
村
中
を
パ
レ
ー

ド
す
る
お
祭
り
で
す
。
ゴ
ー
ル
の

村
役
場
で
全
長
八
十
二
・
八
�
の

大
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
く
と
、
観
客

か
ら
大
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。
記

事
に
は
、
今
年
も
大
勢
の
観
光
客

が
訪
れ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。「
大
蛇
を
見
る
の
は
初
め
て
。

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
」
と
い
う
、

私
と
同
じ
小
学
六
年
生
の
感
想
を

読
ん
で
、
ま
る
で
自
分
が
ほ
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
お
祭
り
は
、
毎
年
八
月
二

十
八
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

今
か
ら
四
十
三
年
前
の
昭
和
四
十

二
年
の
こ
の
日
に
起
き
た
「
羽
越

水
害
」
の
犠
牲
者
を
な
ぐ
さ
め
る

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。 

　
私
は
六
年
生
で
す
か
ら
、
当
時

の
こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
新
聞
記
事
の
こ
と
を
話
し
、

父
に
当
時
の
様
子
を
聞
い
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
父
の
話
で
は
、
こ
の
水
害
で
は
、

三
日
間
ぐ
ら
い
も
大
雨
が
続
き
、

川
が
あ
ふ
れ
て
橋
が
流
さ
れ
、
あ

ち
こ
ち
で
山
が
く
ず
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
雨
が
や
ん
だ
後
の
家

は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、
新
し
く
家

を
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
人

が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き

ま
し
た
。 

　
私
は
父
の
話
を
聞
い
て
、
と
て

も
心
が
痛
み
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
村

の
人
み
ん
な
が
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
お
祭
り
を
作
っ
た
関
川
村
の

人
た
ち
は
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。 

　
新
聞
記
事
を
読
む
こ
と
を
通
し

て
、
自
分
が
住
む
地
域
の
す
ば
ら

し
さ
に
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。 

�
大
賞
を
受
賞
し
た
長
宏
美
さ
ん 

第
17
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
新
聞
記
事
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

「
祭
に
込
め
ら
れ
た
願
い
」 

　
　
　
　
長
　
　
　
宏
　
美 

　
　
　
　
　
　
　
　（
六
年
・
宮
前
） 

　10月23日、関川中学校で文化祭

が行われました。白雪姫をモチーフ

にしたミュージカル「Snow White」

は台詞がすべて英語という力作。子

育てサークルPeekabooが中心とな

り、この日のために生徒や先生など

と約１カ月半にわたり練習を重ねて

きました。Peekabooの田村優子さ

んは「中学生と協力したら一体どん

なことができるんだろうとの想いか

ら、世代を超えたつながりを大切に

企画しました」と話していました。 

　また、地域の方たちを講師に招き、

生け花や将棋、ホイップデコレーシ

ョンなど気軽に学べるカルチャー講

座や全校生徒が参加した討論会も行

われ、生徒と地域の方で作り上げた

素晴らしい文化祭となりました。 
NIE（Newspaper in Education＝「エヌ・
アイ・イー」と読みます）は、学校などで新
聞を教材として活用することです。 



東
桂
苑
で
三
味
線
演
奏
会 
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十
月
四
日
、
磐
梯
朝
日
国
立
公

園
指
定
六
十
周
年
事
業
の
一
環
と

し
て
、
鷹
の
巣
キ
ャ
ン
プ
場
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
記
念
植
樹
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
来
賓
や
施
行
業
者
の

ほ
か
、
植
樹
の
協
力
者
と
し
て
関

川
小
学
校
六
年
生
な
ど
約
七
十
名

が
出
席
。
記
念
植
樹
で
は
、
く
ぬ

ぎ
と
こ
な
ら
（
ど
ん
ぐ
り
）
の
苗

木
二
十
五
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

　
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
は
、
福
島

県
・
山
形
県
・
新
潟
県
の
三
県
に

ま
た
が
り
、
十
八
万
七
千
�
も
の

広
大
な
面
積
を
誇
る
、
全
国
で
三

番
目
に
大
き
な
国
立
公
園
で
す
。 

　
鷹
の
巣
集
団
施
設
は
、
磐
梯
朝

日
国
立
公
園
の
飯
豊
地
区
で
唯
一

の
公
園
利
用
拠
点
と
し
て
昭
和
三

十
二
年
に
集
団
施
設
地
区
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
昭
和
三

十
三
年
に
整
備
。
そ
の
後
、
施
設

の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
園
路
の
舗
装
や
管
理
棟

な
ど
の
建
て
替
え
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯

の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
平
成
二
十
三
年
度
に

は
、
施
設
内
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

が
で
き
る
よ
う
ク
イ
ズ
掲
示
板
の

設
置
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

鷹の巣キャンプ場  

　
九
月
二
十
五
日
、
東
桂
苑
で
津

軽
三
味
線
奏
者
の
小
林
史
佳
氏
を

招
い
て
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
渡
辺
家
の

主
催
で
、
当
日
は
村
内
外
か
ら
、

百
人
を
超
え
る
方
た
ち
が
演
奏
会

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
庭
園
に
は
約
二
百
個

も
の
竹
と
う
ろ
う
が
並
べ
ら
れ
、

い
つ
も
の
東
桂
苑
と
は
ま
た
一
味

違
っ
た
幻
想
的
な
世
界
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
演
奏
会
を
観
覧
し

た
女
性
は
「
毎
年
、
楽
し
み
で
来

て
い
ま
す
が
、
奏
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
身
近
に
感
じ

ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

竹
と
う
ろ
う
が
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

れ
た
演
奏
会
。
奏
者
も
観
覧
者
も

皆
さ
ん
満
足
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。 

�
庭
園
に
飾
ら
れ
た
竹
と
う
ろ
う 

二
百
個
の
竹
と
う
ろ
う
で
幻
想
的
な
世
界 

　
九
月
下
旬
、
松
平
集
落
の
伊
藤
茂
夫

さ
ん
宅
の
庭
に
、
白
く
て
丸
い
謎
の
物

体
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
発
見
し
た
時
は
「
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
」
か
と
思
っ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
が
三
日
後
に
は
直
径
約
30
�
も
の

大
き
さ
に
な
っ
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
。 

　
図
鑑
で
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
正
体

は
「
ホ
コ
リ
タ
ケ
科
の
オ
ニ
フ
ス
ベ
」

と
い
う
キ
ノ
コ
の
一
種
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
伊
藤
さ
ん
の
話
で
は
、
こ
の
数
日
前

に
も
「
ノ
ウ
タ
ケ
」
と
い
う
キ
ノ
コ
が

出
た
そ
う
で
「
こ
ん
な
年
は
初
め
て
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
か
と
思
っ
た
ら
実
は
… 

�
巨
大
な
キ
ノ
コ
が
二
つ
姿
を 

　
現
し
ま
し
た 
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タランペクラブ 秋の陣 
梁山泊へ行ってきました！ 

▲上手くできたかな？竹とナイフを使っての「マイ箸 
　作り」。ケガをしないようにみんな真剣です。 

竹に生地を巻きつけて 
バームクーヘンを焼き 
ました。とてもおいし 
かったです。 

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と

し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
を
間
近
に
控
え

た
十
月
二
十
日
、
関
川
小
学
校
の

六
年
生
を
対
象
に
「
話
し
方
」
や

「
伝
え
方
」
を
学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
「
人
に
伝
え
る
・
聴

い
て
も
ら
う
」
こ
と
の
難
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
た
め
の
手

段
や
心
構
え
を
実
践
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
講
師
を

務
め
た
の
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
伊
勢
み
ず
ほ
さ
ん
。 

　
講
座
で
は
、
伊
勢
さ
ん
か
ら
「
人

に
伝
え
た
い
、
自
慢
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。
観
光
客

の
皆
さ
ん
に
思
い
っ
き
り
関
川
村

の
自
慢
を
し
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
ま
た
、
発
声
方
法
や
早

口
こ
と
ば
な
ど
の
実
践
練
習
も
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
座
に
参
加
し
た
渡
辺
麻
耶
さ

ん
（
上
関
）
は
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
は
緊
張
す
る
け
ど
、

今
日
習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
、
笑

顔
と
声
の
大
き
さ
に
注
意
し
て
頑

張
り
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
六
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
十
月
三

十
一
日
に
行
わ
れ
た
堀
と
柳
の
秋

ま
つ
り
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
務
め
ま
し
た
。 

「
話
す
」「
伝
え
る
」っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？ 

講
師
は
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

伊
勢
み
ず
ほ
さ
ん 

　
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
（
加
藤
克
徳

代
表
）
で
は
、
十
月
二
日
か
ら
三

日
に
か
け
て
、
関
川
小
学
校
の
児

童
十
二
人
と
梁
山
泊
（
大
石
地
区

に
あ
る
山
小
屋
）
で
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
立
烏
帽
子
の
山
頂
か
ら

新
潟
市
に
あ
る
東
北
電
力
ビ
ッ
ク

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
が
な
く
、

当
然
テ
レ
ビ
も
な
い
、
普
段
の
生

活
と
か
け
離
れ
た
不
便
な
森
の
中

で
、
焚
き
火
だ
け
の
生
活
は
意
外

と
楽
し
い
も
の
で
す
。
沢
水
を
使

っ
て
焚
き
火
で
炊
事
を
行
い
、
自

分
の
使
う
箸
は
竹
を
ナ
イ
フ
で
削

っ
て
作
り
、
夜
は
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
時
間
を
忘
れ
て
夜
遅

く
ま
で
遊
び
を
満
喫
。
普
段
の
生

活
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い

こ
と
で
す
。 

　
森
の
中
は
創
造
の
宝
庫
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
そ
の
中
で
感
性
を

働
か
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
覚
え

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。 

　
今
回
の
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
は
、
不
便
を

楽
し
み
、
そ
こ
か
ら
生
き
る
術
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
関
川

村
の
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
遊
ぼ

う
と
計
画
中
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
活
動
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。 

�
講
座
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で 

　
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
た
く 

　
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 



い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に 
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十
月
十
七
日
、
上
関
集
落
（
石

山
昭
平
区
長
）
で
水
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
自
主
防
災
会
が

発
足
し
て
約
一
年
が
経
過
し
た
も

の
の
、
特
別
な
活
動
も
な
く
、
形

だ
け
で
は
何
も
な
ら
な
い
と
の
想

い
か
ら
、
石
山
区
長
や
上
関
自
主

防
災
会
（
近
祐
治
防
災
委
員
長
）

が
中
心
と
な
り
準
備
を
進
め
て
き

た
も
の
で
、
村
住
民
福
祉
課
の
要

援
護
者
安
否
確
認
訓
練
と
合
同
で

実
施
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
上
関
集
落
の
住
民
約
二
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
で
は
、
関
川
中
学
校
の
体

育
館
と
六
本
杉
集
落
セ
ン
タ
ー
へ

の
避
難
訓
練
や
要
援
護
者
安
否
確

認
訓
練
の
ほ
か
、
村
上
市
消
防
本

部
に
よ
る
応
急
手
当
訓
練
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
講
習
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
消
防
署

員
の
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
要
援
護
者
安
否
確
認
訓
練

で
は
要
援
護
者
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

住
民
福
祉
課
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
の
救
助

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
参
加
し
た
方
は
「
三
人

で
救
助
に
行
っ
た
が
、
大
人
を
三

人
で
運
ぶ
の
は
大
変
で
し
た
」「
要

援
護
者
カ
ー
ド
は
と
て
も
大
切
な

情
報
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
婦
人
会
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
た
炊
き
出
し
訓
練
で

は
、
お
湯
を
入
れ
る
だ
け
で
食
べ

ら
れ
る
ア
ル
フ
ァ
化
米
や
簡
易
炊

飯
袋
を
使
っ
て
炊
い
た
ご
は
ん
、

非
常
食
用
の
シ
チ
ュ
ー
の
缶
詰
な

ど
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
炊
き
出
し

訓
練
に
参
加
し
た
婦
人
会
の
皆
さ

ん
は
「
ア
ル
フ
ァ
化
米
と
簡
易
炊

飯
袋
は
本
当
に
便
利
。
実
際
の
災

害
時
で
も
使
え
る
の
で
は
」
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。 

　
石
山
区
長
は
「
今
回
の
訓
練
は

と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
一
度
訓
練
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
終

わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
毎
年

こ
う
い
っ
た
訓
練
を
実
施
し
た
い
」

と
防
災
訓
練
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。 

�
炊
き
出
し
訓
練
で
使
用
し
た
「
ア
ル 

　
フ
ァ
化
米
」。
お
湯
を
入
れ
て
二
十
分 

　
程
で
炊
き
上
が
り
ま
す
。 

〜
上
関
集
落
で
防
災
訓
練
〜 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に 

　10月19日、東北電力㈱村上営業所の

安藤裕所長から村に、蛍光街路灯24灯

を寄贈いただきました。 

　街路灯は、社会貢献活動の一環として、

交通事故や犯罪のない明るい街づくりに

協力しようと、昭和40年から同社が毎

年市町村に贈っているものです。 

　寄贈いただいた街路灯は、集落街灯な

どとして活用する予定です。 

東北電力㈱から街路灯寄贈 

　
今
年
の
稲
刈
り
は
九
月
下
旬
か

ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
十
月
初
旬
に

は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
刈
り
取
り

が
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
北
陸
農
政
局
新
潟
農
政
事
務
所

か
ら
発
表
さ
れ
た
九
月
十
五
日
現

在
の
農
林
水
産
統
計
で
は
、
岩
船

地
域
の
作
況
指
数
は
100
と
平
年
並

み
で
す
が
、
品
質
を
表
す
一
等
米

比
率
は
、
記
録
的
猛
暑
に
よ
る
登

熟
期
の
高
温
や
倒
伏
等
に
よ
り
、

村
内
で
は
二
三
・
〇
％
（
十
月
十

五
日
途
中
経
過
）
と
、
近
年
に
な

く
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

米の作柄 

一等米比率は23％ 
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　相続、贈与等により取得した生命保

険契約や損害保険契約等に係る年金の

所得税の取扱いを改めることにしまし

た。 

　これにより、平成17年分から平成

21年分までの各年分について所得税が

納めすぎとなっている方については、

その分が還付となります。 

　お手数をお掛けしますが、必要な手

続きをしていただきますようお願いい

たします。 

 
※平成17年分について、早い方は平成

　22年12月末が還付できる期限とな

　りますので早めに手続きをお願いし

　ます。 

 
詳しくは、国税庁ホームページ 

【www.nta.go.jp】をご覧ください。 

 
問い合わせ先 

　村上税務署　53－3141 

　税務会計課税務班　64－1451

　相続または贈与等に係る生命（損
害）保険契約等に基づく年金の税務
上の取扱いの変更について 

税務署からのお知らせ 

　10月７日に行われた公開プレゼンテーションには、コ

ミュニティ・ＮＰＯ法人・企業などから14の提案事業が

ありました。 

　「きらりと光る村づくり」に欠かせないこの事業。 

　審査の結果、以下の４事業が採択されましたのでお知

らせします。 

問い合わせ先　総務課企画財政班　TEL 64－1476

事　業　名 

親子で輝っ人！大人も

子供もハッピーになれ

るイベント 

 

 

レンタル電動アシスト

自転車の導入 

 

 

タランペクラブ冬の陣

七ケ谷雪ほたるまつり 

 

 

地域特産物の開発事業 

団体名 

 

子育てサークル

Peekaboo 
 

 

関川村 

温泉旅館組合 

 

 

タランペクラブ 

 

極楽物産 

補助額 

 

 

100,000円 

 

 

 

1,800,000円 

 

 

80,000円 

 

 

4,500,000円 

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づく退職

金制度です。 

　この制度は事業主の方々が、労働者の働いた日数に

応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労

働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から

退職金を支払うというものです。 

　□加入できる事業主：建設業を営む方 

　□対象となる労働者：建設業の現場で働く人 

　□掛　　　　　　金：日額310円 

《建退共から事業主の皆さまへお願い》 

・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付

　してください。 

問い合わせ先 

　建退共新潟県支部　TEL 025－285－7117

　11月15日から狩猟期間（２月15日まで）

が始まります。特に11月15日の狩猟解禁

日から数日間は、銃器による人身事故が発

生しやすい傾向があります。狩猟される方

は、銃器の取扱いに注意して、使用の際は

周囲の安全を十分に確認してください。 

　また、登山や野山を散策される方は、目

立ちやすい服装で行動するとともに、鈴な

どを身につけて自分の存在を相手に知らせ

てください。 

　今猟期も狩猟事故のないようにご協力を

お願いします。 

 
問い合わせ先 

　村上保健所 衛生環境課　TEL 53－8371 

　村上警察署 生活安全課　TEL 52－0110

11月15日は狩猟解禁日 11月15日は狩猟解禁日 
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みんなできてね！！ 

　　秋も終盤に近づいてきました。動物も植物もこれから訪れる冬に向けての準備に忙しそうです。 

　秋といえば、読書の秋ですが、それ以上に食欲の秋！おいしいレシピの本も揃っています。 

「ぐっすりおやすみ」 
深見春夫　さく・え　Eﾌ 

「白い紙／サラム」 
シリン・ネザマフィ　913ネ 

　「ぼくたちもフクロウになりた
いなあ」すると、森の神様がみん
なをフクロウにしてくれました。
みどりのクジラにのってたのしい
夜の散歩にでかけます。 

　イラン・イラク戦争の戦時下で、
少女は私たちに未来はあるのだろう
かと想像する。おかれた環境が違う
だけで、人は何かを諦め続けねばな
らないのだと痛感する一冊です。 

みんなできてね！！ 

　
十
月
七
日
、
関
川
小
学
校
の
三

年
生
・
五
年
生
に
よ
る
学
校
田
の

稲
刈
り
が
行
わ
れ
、
児
童
の
ほ
か

に
指
導
役
と
し
て
、
児
童
の
祖
父

母
や
農
業
委
員
な
ど
約
百
二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
稲
刈

り
を
初
め
て
体
験
す
る
子
も
多
く
、

指
導
者
か
ら
鎌
の
使
い
方
や
刈
り

取
っ
た
稲
の
束
ね
方
な
ど
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で

育
て
た
「
大
し
た
も
ん
蛇
米
」
を

て
い
ね
い
に
刈
り
取
っ
て
い
ま
し

た
。 

　
津
野
莉
来
さ
ん
（
五
年
・
高
瀬
）

は
「
刈
っ
た
稲
を
束
ね
る
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
農
家
の
人
は
苦

労
し
て
米
を
作
っ
て
い
る
の
が
分

か
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　
川
村
三
千
男
校
長
は
「
六
年
生

が
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
す
る
堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り

で
、
大
し
た
も
ん
蛇
米
を
試
食
し

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
、

今
度
は
食
の
秋
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。 

6（土）21（日） 

13（土）28（日） 

“大したもん蛇米”を収穫 
～関川小学校　学校田稲刈り～ 

り

く
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須

貝

美

香
さ
ん 

（
高
田
） 

　旬彩ダイニング「アチェーロ」で働いてい

る須貝美香さんに話を聞きました。 

 

―アチェーロの自慢できるところは？  

　地元の食材を活かした創作イタリアンを食

べることができ、店内もオシャレで、子ども

からお年寄りまで楽しむことができるお店で

す。ぜひアチェーロへお越しください。 

 

―皆さんに食べていただきたいアチェーロの

　一品は？ 

　「女川ベーコンと季節の青菜のカルボナー

ラスパゲティ」です。クリームとベーコンの

風味に特徴があり、とてもおいしいです。 

 

―将来の夢を聞かせてください？ 

　幸せな結婚をすることです。子どもたちに

囲まれて、家族全員が笑顔で過ごせる家庭を

築きたいです。 

 

―これから関川村に望むことは？ 

　若者が残れるような魅力ある村になってほ

しいと思います。具体的には、若い人たちが

働けるような職場があればいいなと思います。 

 

■
期
日
　
９
月
11
日 

■
会
場
　
神
林
総
合
体
育
館 

■
成
績 

▽
優
勝
　
関
川
Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
ク
ラ
ブ
Ａ 

     

■
期
日
　
10
月
11
日 

■
会
場
　
神
林
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
ド 

■
成
績 

▽
優
勝
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

■
期
日
　
９
月
12
日 

■
会
場
　
福
井
運
動
公
園
陸
上
競

　
　
　
　
技
場 

■
成
績 

―
70
歳
以
上
男
子
の
部
― 

☆
出
場
選
手 

　
　
　
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
） 

▽
100
ｍ
走
　
第
４
位 

　
　
　
　
記
録
　
16
秒
74 

▽
400
ｍ
走
　
第
３
位 

　
　
　
　
記
録
　
１
分
18
秒
11 

▽
300
ｍ
ハ
ー
ド
ル
　
第
２
位 

　
　
　
　
記
録
　
１
分
６
秒
22 

■
期
日
　
10
月
13
日 

■
会
場
　
五
十
公
野
公
園
陸
上
競

　
　
　
　
技
場
周
辺
・
升
潟
周
回

　
　
　
　
コ
ー
ス 

■
成
績 

―
男
子
の
部
（
19
・
１
㎞
）
― 

▽
第
９
位
　
関
川
中
学
校 

タ
イ
ム
　
１
時
間
８
分
15
秒 

　
（
加
藤
護
男
・
須
貝
裕
・
磯
部

　
　
晃
・
近
大
也
・
小
嶋
夏
希
・

　
　
佐
藤
夢
希
） 

　
※
11
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に

　
　
出
場 

―
女
子
の
部
（
11
・
９
㎞
）
― 

▽
第
22
位
　
関
川
中
学
校 

タ
イ
ム
　
52
分
43
秒 

　
（
沢
田
梨
奈
・
渡
辺
唯
・
山
本

　
　
智
夏
・
伊
藤
千
夏
・
近
美
里
） 

      

■
期
日
　
10
月
10
日 

■
会
場
　
リ
ベ
ラ
ル
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル

　
　
　
　
フ
ク
ラ
ブ
（
福
島
県
） 

■
成
績 

―
小
学
生
女
子
高
学
年
の
部
― 

▽
第
３
位
　
瀬
賀
　
百
花 

　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
下
関
） 

    

■
期
日
　
10
月
11
日 

■
会
場
　
村
上
市
営
あ
ら
か
わ
ゴ

　
　
　
　
ル
フ
場 

■
結
果 

―
個
人
の
部
― 

▽
優
　
勝
　
佐
藤
　
勝
利
（
大
島
） 

―
団
体
の
部
― 

▽
優
　
勝
　
役
場
選
抜 

▽
準
優
勝
　
高
田
ホ
ー
ク
ス 

▽
第
３
位
　
関
川
シ
ル
バ
ー 

小
学
生
親
善 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

平
成
22
年
度 

　村
上
市
岩
船
郡 

　
　学
童
野
球
大
会 

第
27
回 

北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ 

陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

第
30
回 

下
越
地
区
中
学
校 

　
　
駅
伝
競
走
大
会 

第
５
回 

全
日
本
小
学
生 

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

　
　
　
全
国
決
勝
大
会 

第
12
回 

村
民
ゴ
ル
フ
大
会 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
た
ば
こ
は
身
体
に
悪
い
と
分
か

っ
て
い
て
も
、
ど
う
し
て
も
や
め

ら
れ
な
い
・
・
・
。 

　
そ
の
理
由
は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
」

と
い
う
薬
物
依
存
症
の
一
つ
だ
か

ら
で
す
。
食
後
や
目
覚
め
の
一
服

な
ど
生
活
習
慣
と
し
て
の
喫
煙
や
、

気
分
や
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
た
め
の
「
心
理
的
依
存
」

と
ニ
コ
チ
ン
に
対
す
る
「
身
体
的

依
存
」
の
二
つ
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
禁
煙
し
て
も
す
ぐ
失
敗

し
て
し
ま
う
の
は
、
身
体
的
に
ニ

コ
チ
ン
依
存
に
な
っ
て
し
ま
い
、

ニ
コ
チ
ン
が
切
れ
る
と
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
、
落
ち
着
か
な
い
、
集
中

で
き
な
い
な
ど
の
離
脱
症
状
（
禁

断
症
状
）
が
起
こ
る
た
め
で
す
。 

 

ホ
ッ
プ
　
禁
煙
の
準
備
を
す
る 

○
禁
煙
の
開
始
日
を
決
め
る 

○
家
族
や
同
僚
に
禁
煙
を
宣
言
す

　
る 

○
目
に
つ
き
や
す
い
所
に
禁
煙
の

　
は
り
紙
を
は
る 

○
た
ば
こ
、
ラ
イ
タ
ー
、
灰
皿
は

　
処
分
す
る 

 

ス
テ
ッ
プ
　
禁
煙
を
実
行
す
る 

○
ゆ
っ
く
り
深
呼
吸
を
す
る 

○
冷
た
い
水
を
飲
む 

○
歯
を
磨
く 

○
ガ
ム
を
か
む 

○
散
歩
や
体
操
な
ど
軽
い
運
動
を

　
す
る 

○
食
後
は
早
め
に
食
卓
を
離
れ
る 

○
喫
煙
者
に
近
づ
か
な
い 

○
ア
ル
コ
ー
ル
（
酒
席
）
に
注
意 

○
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ

　
ッ
チ
（
薬
局
・
薬
店
で
）
、
経

　
口
禁
煙
補
助
薬
（
医
師
の
処
方

　
が
必
要
）
な
ど
を
利
用
す
る 

 

ジ
ャ
ン
プ
　
禁
煙
を
継
続
す
る 

○
禁
煙
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
を
考

　
え
る 

○
禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
を

　
再
確
認 

○
た
ば
こ
の
害
を
思
い
浮
か
べ
る 

○
周
り
の
人
に
も
禁
煙
を
勧
め
る 

  

禁
煙
外
来
を
活
用
し
よ
う 

　
禁
煙
し
た
く
て
も
な
か
な
か
実

行
で
き
な
い
人
は
、
禁
煙
外
来
を

活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
禁
煙
外
来
で
は
、
ニ
コ
チ

ン
代
替
療
法
や
経
口
禁
煙
補
助
薬

を
用
い
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

禁
煙
外
来
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

と
、
一
人
で
禁
煙
す
る
よ
り
成
功

率
が
一
・
五
〜
三
倍
高
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

上
手
に
禁
煙
す
る
に
は 

○
軽
い
た
ば
こ
に
変
え
た
り
、
本

　
数
を
減
ら
し
た
り
し
な
い
。 

↓
体
に
入
る
有
害
物
質
の
量
は
変

わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
や
め
に
く
く

な
り
ま
す
。
一
気
に
や
め
る
ほ
う

が
上
手
に
禁
煙
で
き
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
健
師 

　
　
六
四
―
一
四
七
二 

　
十
月
一
日
か
ら
、
た
ば
こ
が
値
上
が
り
し
、
こ
れ
を
機
に
禁
煙
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
た
ば
こ
が
健
康
に

及
ぼ
す
影
響
は
明
ら
か
で
、
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。 

　
今
回
は
禁
煙
の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　９月29日に行われた３歳児健診で、

むし歯が１本もなかった子どもたちに

「ピッカピッカ賞」が贈られました。 

　今回の健診対象者は５人で、むし歯

ゼロの子は３人でした。 

　　　　　　　　　（順不同・敬称略） 

 

�大島　礼生（上野新） 

 

�近　　愛理（上　関） 

 

�佐藤　汰一（朴　坂） 
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薬
の
飲
み
方 

県
立
坂
町
病
院
　
薬
剤
部
　
渡

邉

　

薫

 

　
薬
を
飲
む
時
間
は
、
昔
か
ら
食

前
、
食
後
と
い
う
表
現
で
飲
む
時

間
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
本
来
、

薬
は
一
定
の
血
中
濃
度
を
維
持
す

る
こ
と
で
効
果
が
得
ら
れ
る
わ
け

な
の
で
、
食
事
に
は
関
係
な
く
、

一
日
三
回
な
ら
八
時
間
毎
に
飲
む

べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

食
事
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
で
薬

の
副
作
用
を
軽
減
さ
せ
、
薬
の
飲

み
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
食
後
と
し

て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。 

　
薬
の
飲
み
方
で
充
分
な
効
果
を

発
揮
で
き
な
い
場
合
や
、
思
わ
ぬ

副
作
用
が
発
現
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
指
示
に
従
っ
た
飲
み

方
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 「
食
前
・
食
直
前
・
食
後
・
食
間
」

服
用
時
間
を
ご
存
知
で
す
か
？
　 

　
「
食
間
」
と
は
、
食
事
と
次
の

食
事
と
の
間
の
こ
と
で
す
。
前
の

食
事
か
ら
二
〜
三
時
間
後
に
飲
み

ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
食

べ
た
物
が
消
化
さ
れ
、
胃
の
中
の

食
べ
物
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
食

べ
た
物
が
胃
の
中
に
あ
り
、
吸
収

が
悪
く
な
る
薬
な
ど
は
こ
の
時
間

に
飲
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、
食
前
・
食
直
前
・

食
後
と
は
い
つ
の
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
「
食
前
」
は
食
事
の
三
十
分

前
以
内
の
こ
と
で
す
。
胃
腸
の
機

能
を
整
え
て
腹
部
膨
満
感
や
食
欲

不
振
、
食
後
の
吐
き
気
を
抑
え
る

薬
な
ど
は
食
前
に
飲
む
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。
「
食
後
」
と
い
う
の

は
食
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
三
十
分

以
内
ま
で
を
い
い
ま
す
。
飲
み
薬

の
中
で
は
最
も
多
く
み
ら
れ
る
タ

イ
プ
で
す
。
食
べ
物
と
い
っ
し
ょ

に
飲
む
と
吸
収
の
良
く
な
る
薬
や
、

痛
み
止
め
の
薬
な
ど
が
食
後
に
飲

む
薬
で
す
。
「
食
直
前
」
と
は
食

事
を
始
め
る
前
十
分
以
内
の
こ
と

で
す
。
糖
尿
病
の
薬
で
、
食
後
の

血
糖
が
上
が
り
過
ぎ
る
の
を
抑
え

る
薬
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。 

 
薬
は
水
や
ぬ
る
ま
湯
と
一
緒
に
飲

ん
で
ま
す
か
？ 

　
カ
プ
セ
ル
剤
と
錠
剤
は
、
飲
み

や
す
さ
で
は
大
き
な
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
安
全
面
で
は
違
い
が

あ
り
ま
す
。
錠
剤
の
表
面
は
、
そ

れ
ほ
ど
水
に
な
じ
み
や
す
い
物
質

を
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
飲
み
込

ん
で
も
食
道
に
付
着
す
る
こ
と
は

稀
で
す
が
、
カ
プ
セ
ル
の
主
成
分

は
ゼ
ラ
チ
ン
で
あ
る
た
め
吸
水
性

が
き
わ
め
て
強
く
、
水
な
し
で
飲

ん
だ
場
合
、
食
道
壁
の
水
分
を
急

速
に
吸
収
し
、
そ
の
場
に
付
着
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
付
着
力
は

強
く
、
後
で
水
を
飲
ん
で
も
な
か

な
か
取
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
カ
プ
セ
ル
剤
の
場
合
、

必
ず
少
し
多
め
の
水
で
飲
む
の
が

安
全
で
す
。
薬
を
安
全
に
飲
む
に

は
、
水
や
ぬ
る
ま
湯
と
一
緒
に
飲

み
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
中

身
を
だ
し
た
り
、
錠
剤
を
砕
い
た

り
す
る
方
が
い
ま
す
が
、
薬
の
効

果
が
無
く
な
っ
た
り
、
薬
の
作
用

が
強
く
現
れ
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が

発
現
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

特
に
指
示
な
い
場
合
は
そ
の
ま
ま

の
形
で
飲
み
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
　
六
二
―
三
一
一
一 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

　平成16年と19年にスギヒラタ

ケ摂取者に急性脳症を疑う事例が

発生し、スギヒラタケと急性脳炎

の関係について研究を進めてきた

結果、スギヒラタケの成分が急性

脳症発生の原因となる可能性を示

唆する成果が得られました。 

　このためスギヒラタケを採取・

摂取しないようにお願いします。 

 
問い合わせ先 

　村上地域振興局　農林振興部林

　業振興課 

　TEL　53－8971

　ノロウイルスは食品中では増えず、人の腸管内でのみ増えます。

そのため、おう吐物やふん便を介した二次汚染によって周囲の人が

感染してしまう危険性があります。 

　予防するには清潔を保つことと、食品を十分に加熱することが基

本となりますので、以下の４か条を守って健康に過ごしましょう。 

　① 食品対策…流行時には生ものは極力避け、85℃で一分間以上 

　　　　　　　の加熱調理をしましょう。 

　② 手 洗 い…調理の前後、トイレやおむつ交換の後などは、必 

　　　　　　　ず石鹸でよく手洗いを。 

　③ 衛生管理…調理器具はときどき塩素系漂白剤に浸して消毒し 

　　　　　　　ましょう。 

　④ 汚物処理…おう吐物等の処理にはマスクや手袋を着用して周 

　　　　　　　りを汚染させないように。 

問い合わせ先 

　村上保健所　衛生環境課　TEL　5 3－8 3 7 1

ノロウイルスの予防４か条 
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なぜ住宅に火災警報器が必要なの？ 

　・住宅火災で亡くなった方の約６割が逃げ遅れによるものです！ 

　・逃げ遅れによる被害を減少させるため消防法が改正され、全ての 

　　住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられています！ 

いつまでに設置しなければならないの？ 

　・新築住宅：平成18年６月１日から義務化済みです。 

　・既設住宅：平成23年５月31日までに設置しなければなりません。 

どこで買えるの？　値段はどれくらいするの？ 

　・ホームセンターや、電器店、ガス販売店等で購入できます。 

【単独型】 

　・火災を感知した警報器だけが警報を 

　　発するタイプ 

　・３千円前後で購入できます。 

 

 

 

 

 

 

どこに設置すればいいの？　取り付けは難しくないの？ 

　・設置場所は、 

　　①全ての寝室  

　　②寝室のある階の階段  

　　（２階建ての場合は１階の階段を除く）  

　　（３階建て以上の場合はお問い合わせ下さい）  

　・火を扱う台所や居室にも取り付けることをお勧め 

　　します。  

　・取り付ける位置は、｢天井」又は「壁の上部」です。  

　・取り付けはドライバー１本でできます。 

【お問い合わせ先】　村上市消防本部　TEL　53－0119  

　　　　　　または　新潟県防災局消防課　TEL　025－282－1665

【連動型】 

　・連動している全ての警報器が一斉に警報を 

　　発するタイプ 

　・価格は１個あたり８千円前後から１万円前 

　　後です。 
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随
想
リ
レ
ー 

80

青野兼太郎先生 
（関川小学校） 

12月１日号は、関川中学校の斎 藤　佑先生に 

バトンタッチ！ 

　
み
な
さ
ん
の
お
子
さ
ん
が
初
め
て
し
ゃ
べ

っ
た
言
葉
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

　
間
も
な
く
一
歳
半
に
な
る
わ
が
息
子
は
「
な

い
っ
！
」
（
手
の
ひ
ら
を
上
に
向
け
る
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
付
き
）
で
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
食
事
の
と
き
、
大
好
き
な
パ
ン

や
お
肉
ば
か
り
食
べ
て
い
る
息
子
に
「
も
う

な
い
よ
。
な
い
な
い
だ
よ
」
と
し
て
い
た
ら

覚
え
た
よ
う
で
す
。
で
、
次
に
覚
え
た
言
葉

は
「
（
ぷ
は
〜
）
う
め
ぇ
〜
」
・
・
・
こ
れ

は
、
麦
茶
を
飲
ん
だ
後
に
言
う
私
の
ま
ね
。 

　
正
直
、
赤
ち
ゃ
ん
が
最
初
に
発
す
る
言
葉

は
「
マ
マ
」「
パ
パ
」「
ブ
ー
ブ
ー
」
と
い
っ

た
名
詞
の
類
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
子
育

て
を
し
て
い
る
と
、
そ
う
い
っ
た
固
定
概
念

が
こ
と
ご
と
く
打
ち
破
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
と
て
も
面
白
く
、
新
鮮
で
す
。 

（
と
、
い
か
に
も
「
良
い
パ
パ
」
の
よ
う
に

書
い
て
い
ま
す
が
、
妻
の
力
な
し
で
青
野
家

は
語
れ
ま
せ
ん
…
。） 

　
子
ど
も
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
一
生

懸
命
考
え
る
と
い
う
点
で
は
、
教
師
の
仕
事

と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
を

し
て
い
る
と
き
に
「
今
の
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
も
こ
れ
だ
け
考
え
て
い
る
だ
ろ
う

か
」
と
、
ふ
と
振
り
返
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
良
い
パ
パ
に
な
れ
る
よ
う
＝
「
親
は
子
の

鏡
」
、
良
き
教
師
に
な
れ
る
よ
う
＝
「
教
師

は
子
ど
も
の
鏡
」
と
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
努

力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。 

　
ど
っ
ち
も
「
反
面
教
師
」
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
。 

　
九
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
の
中

倉
茂
樹
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て 

「
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
」
と
題
し

た
、
人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
が

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

一
般
村
民
の
ほ
か
に
小
・
中
学
校

の
教
職
員
な
ど
約
百
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

　
高
校
時
代
に
部
落
民
宣
言
を
し
、

本
当
の
仲
間
が
で
き
た
中
倉
さ
ん
。

こ
の
と
き
に
感
じ
た
ぬ
く
も
り
を

伝
え
た
い
と
同
和
問
題
学
習
に
取

り
組
み
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
闘
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
い
じ
め
や
結
婚
差

別
な
ど
自
身
の
体
験
談
や
差
別
と

の
闘
い
を
通
し
て
、
同
和
問
題
学

習
の
必
要
性
を
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
講
演
会
を
傍
聴
し
た
皆
さ
ん
は
、

人
権
に
つ
い
て
深
く
考
え
、
差
別

を
な
く
す
た
め
の
人
権
・
同
和
教

育
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
合

い
ま
し
た
。 

　新潟大学・新潟医療福祉大学・国立がん研究

センターではプロジェクトチームを作り、皆さ

んが健康に生活できるための情報収集を目的と

して、村上保健所・村上市・粟島浦村・関川村

の協力で、県北地区の方々を対象とした大規模

なコホート調査（長期間にわたる健康調査）を

実施する予定です。 

　この調査を通して、皆さんへ生活習慣病予防

に役立つ情報提供など行う計画もあります。詳

しくは、「広報せきかわ12月１日号」に掲載し

ます。 

 
問い合わせ先 

　住民福祉課健康介護班　TEL 6 4－1 4 7 2

「コホート調査」 
ご存知ですか？ 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・いわし　４尾　　・大葉　４枚　 

・プロセスチーズ　２枚　　・インゲン　適量　 

・塩　少々　　・コショウ　少々　　・揚げ油　 

・プチトマト　適量　　・レタス　適量　 

【Ａ】 

・小麦粉　適量　・とき卵　適量　・パン粉　適量 

いわしの大葉チーズロール揚げ 
　いわしなどの青身の魚に含まれているＤＨＡ・

ＥＰＡは余分な中性脂肪やコレステロールを低下

させる作用があります。週１～２回食べると効果

的です。 

① いわしは、頭と内臓をとり、手開きにして中骨を

　  取り除く。 

② いわしの身の方に軽く塩コショウをして、大葉・

　  チーズをのせて巻き、ようじで止める。 

③ Ａの順に衣をつけ、170℃の揚げ油できつね色に 

　  揚げる。インゲンも半分に折り素揚げする。 

④ 器にいわしを盛り、付け合わせにレタス・インゲ 

　  ン・プチトマトを添える。 

 

80 （4人分） 

誘
わ
れ
し
旅
も
行
け
ず
に
こ
も
り
い
て
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

し
ほ
る
る
気
持
を
ひ
と
り
慰
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

菊
花
展
照
る
日
吹
く
日
も
雨
の
日
も
　
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

共
に
過
ご
し
て
今
日
の
日
和
も
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

寂
し
さ
が
傍
ら
に
来
て
座
わ
る
ら
し
　
　
　
　
　

小
池
　
啓
子 

夫
の
晩
酌
首
尾
よ
く
終
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

太
陽
の
ご
と
き
衣
裳
を
身
に
纏
い
暫
し
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子 

ア
ラ
ブ
の
女
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

今
し
落
つ
栗
の
皮
は
だ
艶
や
か
に
　
　
　
　
　
　

山
口
　
藤
枝 

拾
う
手
元
に
毬
の
刺
あ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

短

　

歌 

か
た
わ 

い
が 

と
げ 
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関
川
村
職
員
と
し
て
村
の
発
展
に

貢
献
し
た
園
部
修
は
昭
和
五
年
五
月

二
十
四
日
関
川
村
下
関
に
伊
藤
乙
吉

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
昭
和
二

十
六
年
三
月
新
潟
県
立
村
上
高
校
関

谷
分
校
（
関
川
分
校
）
を
第
二
回
生

と
し
て
卒
業
。
長
年
に
わ
た
っ
て
同

校
の
同
窓
会
長
を
務
め
陰
に
陽
に
母

校
の
運
営
を
支
援
し
、
同
校
閉
校
の

際
に
は
記
念
事
業
実
行
委
員
長
を
務

め
閉
校
式
典
の
挙
行
、
働
学
の
碑
の

建
立
、
記
念
誌
「
三
十
年
の
あ
ゆ
み
」

を
刊
行
し
た
。 

　
昭
和
二
十
六
年
六
月
三
十
日
関
谷

公
民
館
主
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
進
駐

軍
か
ら
の
借
用
の
映
写
機
（
ナ
ト
コ
）

で
各
集
落
を
巡
回
。
慰
安
を
か
ね
て

住
民
の
落
ち
着
き
を
と
り
も
ど
す
こ

と
、
青
年
に
働
く
意
欲
を
も
た
ら
せ

る
こ
と
な
ど
を
主
眼
に
活
動
し
た
。 

　
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
日
下
関
の

園
部
家
の
養
子
と
な
る
。 

　
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
総
務
課
消

防
係
長
と
な
る
。
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
昭
和
四
十
二
年
の
八
・
二
八
羽
越

水
害
時
の
活
躍
で
あ
る
。
避
難
が
遅

れ
た
打
上
集
落
の
三
戸
を
救
助
の
た

め
、
園
部
修
部
長
の
も
と
で
役
場
若

手
職
員
九
名
に
よ
る
人
命
救
助
隊
が

編
成
さ
れ
、
孤
立
し
て
身
動
き
の
で

き
な
い
家
族
を
濁
流
を
昌
し
て
辰
田

新
へ
避
難
せ
し
め
た
の
は
夜
半
の
一

時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
八
・
二
八
水
害

の
記
録
「
天
災
の
あ
ら
し
」
を
著
し

た
近
研
三
氏
は
「
人
命
救
助
の
至
誠

に
燃
え
た
一
行
の
崇
高
な
行
動
は
脳

裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
る
こ
と
は
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。 

　
昭
和
四
十
五
年
企
画
課
長
補
佐
を

務
め
た
後
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
岩

船
広
域
事
務
組
合
へ
の
出
向
を
命
ぜ

ら
れ
、
四
年
間
消
防
署
南
分
所
々
長

と
し
て
広
域
消
防
の
た
め
に
尽
力
。 

　
出
向
を
終
え
昭
和
五
十
三
年
四
月

保
健
衛
生
課
長
、
同
年
十
一
月
税
務

課
長
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
企
画
課

長
を
歴
任
。
昭
和
五
十
七
年
四
月
商

工
観
光
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
昭
和

五
十
八
年
三
月
二
十
七
日
、
首
都
圏

在
住
関
川
村
人
会
が
発
足
し
、
同
年

四
月
一
日
「
い
で
湯
の
関
川
ふ
る
里

会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
二
つ

の
会
は
村
の
観
光
宣
伝
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。 

　
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
退
職
。 

　
下
関
城
は
下
関
の
南
方
の
山
な
み

の
一
画
に
中
世
の
頃
構
築
さ
れ
た
山

城
で
あ
る
。
園
部
修
は
平
成
十
六
年

四
月
下
関
城
址
顕
彰
会
（
会
長
園
部

修
）
を
立
ち
上
げ
、
や
ぶ
を
刈
り
払

い
立
派
に
整
備
し
、
下
関
の
街
並
み

が
一
望
で
き
る
憩
い
の
場
と
し
た
。

史
跡
の
整
備
と
保
全
に
尽
く
し
た
功

績
は
大
き
い
。 

　
青
年
時
代
は
相
撲
を
得
意
と
し
て

各
地
で
催
さ
れ
た
相
撲
大
会
に
関
ヶ

嶽
と
い
う
名
で
出
場
し
活
躍
し
た
。 

　
ま
た
洋
ラ
ン
の
栽
培
を
趣
味
と
し

て
熱
心
に
研
究
し
立
派
な
花
を
咲
か

せ
役
場
庁
舎
な
ど
を
飾
っ
た
。
平
成

二
十
一
年
七
月
十
日
七
十
九
才
で
こ

の
世
を
去
っ
た
。 

○
園
部
家
の
系
図 

　
初
代
　
　
　
　
　
　

二
代 

　
園
部
卯
七
　
　
修
　
　
　
綾
子 

　
　
　
　
　
　
も
と
子
　
　
正
子 

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
相
手
」「
絡
む
」 

何
げ
な
く
相
手
を
連
れ
て
盆
帰
省
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

教
養
も
酒
で
乱
れ
る
絡
む
癖
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

再
入
院
後
期
福
祉
に
感
謝
す
る
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

人
情
の
絡
み
に
頼
る
老
の
坂
　
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

一
人
居
が
難
を
逃
が
れ
た
甘
い
罠
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

鮮
や
か
な
喜
雨
に
打
た
れ
し
庭
の
木
々
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

秋
海
棠
雨
に
重
た
く
俯
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

再
会
の
思
ひ
が
け
な
き
秋
桜
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

木
犀
や
黄
金
小
路
を
歩
み
け
り
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 

園 部 　 修  

ク
セ 
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トリカブト 

　トリカブトはキンポウゲ科トリカブト属の多年草

で、九州～本州中部の山地や丘陵に自生しています。

日本には30種以上生息していて、９～10月に烏帽

子（えぼし）に似た濃紫色の花を多数咲かせます。

この花の形が舞楽のかぶり物の鳥兜（とりかぶと）

に似ていることが名前の由来となりました。トリカ

ブト類は毒性の強いアコニチン系アルカロイドを含

んでいて、非常に毒性の強い花で有名です。天然物

としてはフグの次に強い毒性といわれていますが、

根は漢方の鳥頭（うづ）として用いられます。 

栽培方法　毒性の花として有名ですが、

中国原産のハナトリカブトを始めオ

オサワトリカブトなど、園芸品種と

して一般の園芸店で入手可能な花が

多くあります。村内にも多数自生し

ていて、栽培は容易です。５～10月

までは直射日光を避けて冷涼に育て

ます。用土は中粒の鹿沼土に３割程

度の赤玉を混合し、水持ちの良い用

土を使用します。増殖は株分けが一

般的で４～５月が適期です。毒性が

強く栽培が心配になるでしょうが、

普通の花と同じ取り扱いをしていれば、

毒を気にする必要はありませんよ。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

翔之介ちゃん（４歳） 

　桜　ちゃん（１歳） 

しょう　の　すけ 

 　　さくら 

●９月16日～10月15日までの届出● 

平成22年９月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,051世帯（－１） 
総 人 口　　6,682 人（－７） 
　 男 　　　3,184 人（－５） 
　 女 　　　3,498 人（－２） 

転入　13人　　転出　11人 

出生　１人　　死亡　10人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

�橋　賢也　さん　　40歳　　高　瀬 

鈴木　澄子　さん　　79歳　　下　関 

渡�　貞祐　さん　　77歳　　上　関 

新野　繁治　さん　　90歳　　南赤谷 

堀　　利雄　さん　　89歳　　湯　沢 

須貝　和孝　さん　　35歳　　高　田 

中束　洋輔　さん　　75歳　　中　束 

新野　アイ　さん　　96歳　　下　関 

内山　成二　さん　　61歳　　大　島 

室本一二三　さん　　89歳　　高　瀬 

須貝　三夫　さん　　73歳　　高　田 

沓澤　良子　さん　　84歳　　上土沢 

　原　勝美　さん　　68歳　　片　貝 

横山　トヨ　さん　　82歳　　打　上 

阿部　シゲ　さん　　90歳　　金　俣 

駒沢信雄さん　靖子さん（鍬江沢） 

�今月は恒例の村民駅伝大会がありま

す。各チームとも３日の大会に向けて

毎晩きつい練習をこなしてきました。

選手はもちろん、サポートの方たちも

お疲れさまです。大会では、練習して

きた成果を発揮できるよう頑張ってく

ださい。地域を代表して走る選手たち

に熱い声援を送りましょう。頑張れ！

　　　　　　　　　　　　　　（あ） 

　大　滝　　一　也　さん（村上市） 

（小　林）　結　香　さん　深　沢 

　
兄
大
好
き
　
の
桜
は
、
い
つ
も
翔
之
介
を
追
い
か
け
…
で
も
翔
之
介

は
逃
げ
…
気
が
付
け
ば
運
動
会
の
毎
日
。
そ
ん
な
翔
之
介
だ
け
ど
、
陰

で
は
桜
が
危
な
い
事
を
し
な
い
か
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
本
当
は
妹
思

い
の
優
し
い
兄
。
ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
、
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
思
い
や

り
の
あ
る
元
気
な
子
で
い
て
ね


